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2 3フレンズ・ウィズアウト・ア・ボーダー ニュースレター

FRIENDS  WITHOUT 
A BORDER 20フレンズJAPAN 20周年

▲1999年／アンコール小児病院（AHC）開院。医療・教育・予防に着手▲1995 年／カンボジアで小児医療を志した井津建郎が団体設立

▲2013 年／ AHCが自立。カンボジア人による運営に

フレンズJAPAN設立20周年

▲2013 年／アンコール小児病院が自立。カンボジア人の運営に

▲2015 年／ラオ・フレンズ小児病院開院。第２のAHCを目指す ▲2013 年／ミャンマーの現地医療支援団体へもサポートを開始

フレンズJAPAN
20周年を迎えて

フレンズ・ウィズアウト・ア・
ボーダー JAPAN

代表　赤尾和美

ラオス／開院１周年記念式典挙行

ラオス／手術室オープンに向け準備中

患者統計（2015年）

▲ラオスの政府高官も、病院マスコットのジャ
イディーとにっこり

▲手術室の始動で、より高度な
医療が可能になります
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Event

◀
記
念
式
典
に
は
病
院
ス
タ
ッ
フ
も
ド
レ
ス

ア
ッ
プ
し
て
参
加
し
ま
す

▲栄養教育に参加するため、集まってくれた村人たち。どこで開催
しても、皆とても熱心です

▲渋田武司さん・厚さんご夫妻

◀□□□□☆□□□□■□□□□☆□□□□■□□□□☆□

▼出演者のサエラさんと赤尾看護
師に生徒代表からあいさつ

▲蒸したもち米は竹で編んだラオスのおひつに入れ
ます。このまま持ち運びもOK

ジャパンハート×フレンズ　コラボトーク
イベント　（2016年3月27日　神楽坂
　　　　　　 Human Capital Studio）
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4

Act Against AIDS 2015 in 東京　
（2015年12月１日　
　日本武道館）

Act Against AIDS 2015 in五所川原　
（2015年12月2日　五所川原第一中学校）

カンボジア／開院17周年記念式典挙行 ミャンマー／栄養教育支援を継続

ラオスの食文化知ろう

運搬協力ボランティアのみなさん

◀
中
村
博
帝
さ
ん

フ

日

◀
予
想
以
上
の
参
加
者
が

あ
り
、
熱
気
あ
ふ
れ
る
イ

ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た

Supporter

▶
会
場
の
日
本
武
道
館
前

に
設
け
ら
れ
た
Ｌ
Ｆ
Ｈ
Ｃ

を
紹
介
す
る
ブ
ー
ス
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▶
私
の
カ
ー
ト
ゥ
ン
ク

▲お寺の中はランタンで彩られていました。なんとも幻想的

▶
多
才
な
ド
ラ
イ
バ
ー
さ
ん

の
凄
腕
!

▲お母さんも干物作りに挑戦!

◀
退
院
後
2
週
間
で
最
初
の
訪
問
看

護
時―

か
わ
い
い
〜
!

イ看護師とクーリー看護師のアンコール小児病院

(AHC) 研修です。 LFHC の手術室のオープン予定は来

年初頭。そこへ照準を合わせた、麻酔専門 ナースになるための

5 か月間の研修です。AHC はご存じの通り、LFHC の姉妹病 

院となる存在です。LFHC プロジェクトが発表されて以来、

AHC スタッフから度  々聞かれるのが、「16 年かけて修得した

ものを次は僕たちが教えていく番です」と いう逞しい言葉。嬉

しいですね。 惜しみなくシェアしていきたいという姿勢を見る

たびについウルウルする私です が、ホント、大きく成長してく

れたものですね。 5 か月間の異国での研修はたやすくはないで

しょう。でも、これを乗り越えたら大 きな自信がつくはずです。

私も老婆心+お節介でちょっと様子を見に行こうかなと 思って

◀
二
人
と
も
新
た
な
挑
戦
に
生
き
生
き
と
い
い

お
顔
で
す
ね
!

おります。また元気な研修姿をご報告できると思います。お楽

しみに!〈ラオス9～10月の出来事より抜粋〉ノ

年も恒例、美容師ボランティアの皆さん ( ヘアー・デ

ザイナー・ウィズ アウト・ア・ボーダー ) がお越しく

ださいました。学校や村へ行き、切りまく りの 3 日間を過ご

していただきました。たぶん、300 人以上の子どもや 家族が

素敵なヘアーになったはずです。お疲れ様でした ! 継続する

ことはとても難しいことです。このヘアーボランティアの皆

さんが、メンバー を変えながらも15年継続してくださってい

ることに、感謝感激です。そして恰好いいです ! はさみで子

どもたちとの距離が一気に縮まるって羨ましいです。 今年は、

カットに加えて、シラミ退治も実施。病院スタッフもシラミ

隊に加勢し頑張りました。 ラオスでは女の子はヘアカットを

あまりしないので、シラミが増えまくる。 ペット状態ですよ。

久々に見た、大量のシラミ!来年もお待ちしておりま す !

〈ラオス9～10月の出来事より抜粋〉

◀
青
空
美
容
室
は
い
つ
で
も
ど
こ
で

も
大
盛
況

今

uddhist Lent Day という祭日が ラオスにはあります。

8月から10月のこの 時期まで、僧侶はお寺で修行に励

みます。そして、その期間が終了し、お寺で は紙で船を作り、

メコン川に流しに行き ます。ラオス語ではロン・ファー・ファ

イと言います。お寺の境内には色とりどりのランタンが飾ら

れ、僧侶が火を絶やさな いようにしていました。幻想的なラ

ンタン の風景の中、

お経が響きます。幻

想的 な中で響くお経

の声は、じ～んと胸の

中 にしみこんできま

した。 人々は、バナナ

の葉っぱと花で作っ

た カートゥングとい

うものを作り ( 購入

し )、 川へ流しに行き

ます。ラオス語では、

ロ イ・カートゥングと

言います。邪気を払い福を呼び込めるよう祈り、ご先祖様への 

供養もするというところを見ると、お盆の意味合いもあるのか

と思います。灯篭流しとラオス人のガイドさんも言ってい まし

た。 いずれにしても、年間にあるいくつかの節目の日。皆それ

ぞれがそれぞれの思 いで、この日を迎えたことと思います。 私

事ですが、私もカートゥングを持って欲張りなくらいのお願い

を込めてメコン川へ流しました。いい年になりますように…。

〈ラオス9～10月の出来事より抜粋〉

B

内の活動は、日々劇的な進歩を遂げ、目に見えてその成

果が現れています。院外の活動も、地道ではありますが、

着実に小さな命を守り始めています。 ラオ・フレンズ小児病院

（LFHC） の訪問看護プログラム活動を知った郡病院から「ぜひ

訪問してもらいたい家庭がある」と紹介された H ちゃんの症例

をご紹介します。紹介された理由は、 『この家庭のお母さんは 8

人の子どもを出産したが、7人死亡してしまい、現在3か月の H 

ちゃんも小さい』ということでした。8 人のうち 7 人が死亡とは、

尋常ではないことです。早速、H ちゃん宅へ伺い情報収集です。

お父さんとお母さん、H ちゃんの3人暮らしで、小さな竹の家に

住んでいました。色々とお話を聞き取りま したが、7 人の子ども

の死亡原因を特定することは難しく、ただ、栄養不足に関連し

た原因で、5歳に満たない前にみんな死亡しているのか???と推

測するく らいしかできませんでした。そして、現状としては、決

まった収入はほとんどなく、食事はお米と塩と唐辛子。この数日

は食事すらしていない。お母さんのおっぱ いが出ないので、H 

ちゃんへの栄養は重湯を哺乳瓶に入れてあげているということ

でした。H ちゃんは、見た目ですぐにタンパク質不足の栄養失

調だということ が分か

りましたし、体重3キロ

は年齢の平均よりかな

り低体重です。感染症

にもかかっていて心地

が良くないのでしょう、

常に泣いてばかりでし

た。 重症の栄養失調な

ので、病院で治療が必

要となります。直ぐに 

LFHC へ搬送し、入院。

感染症治療に合わせ

て、お母さんへの栄養

補給をしながら搾乳指導と 不足分の栄養を粉ミルクで補い経過

観察。H ちゃんの体重はみるみる増加し、皮膚の色も艶もとても

良くなってきました。あやすとにっこり笑うお顔は、最高にか わ

いい ! 退院も視野に入ってきたのですが、ここで考えなければい

けないのが、退院後の H ちゃんの生活です。現状のままでは、

また重湯生活に戻ってしまい 成長も止まってしまいます。家族

が安定した収入を確保し、十分な食糧が確保されるようにならな

ければなりません。病院での治療は、H ちゃんの命を維持する 

ほんの一部なのです。 そこで、他団体とも協力をして、退院後の

食糧補給と定期的な身体測定と訪問看護によるフォローアップ

を計画しました。生きるすべを身に付けることも重要で す。今の

ままでもできることがたくさんあるのですが、それに気が付かな

ければ何も生産されません。そのひとつとして、多才な LFHC 

のドライバーさんが干物の 作り方を伝授!早速お母さんも作って

みました。さらに、H ちゃんのお父さんと、収入を安定させるた

めには何ができるのかということを話し合い、養鶏をやって みる

ということになりました。しかし、喜んでばかりもいられません。

これまでの経験から、実際に行動に移して収入を確保するに至

るには、ここからの綿密なフォ ローアップが必要になってきます。

あの時、郡病院からの紹介がなく、LFHC が介入していなけれ

ばきっと、H ちゃんも命がなかったのではとみんなで話していま 

す。これからが正念場。H ちゃんの今後も随時ご報告していきた

いと思います。〈ラオス11～12月の出来事より抜粋〉

レンズ・ウィズアウト・ア・ボーダーJAPAN はミャンマー

での活動も少額ですが支援をしています。今回、プロジェ

クト評価と今後 のプランニングのために現地入りしてきまし

た。国内は選挙直後で国民の“前進あるのみ”というような期

待に満ちた士気を感じました。今後が楽しみな 国ですね。

〈ミャンマー11～12月の出来事より抜粋〉
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イ看護師とクーリー看護師のアンコール小児病院

(AHC) 研修です。 LFHC の手術室のオープン予定は来

年初頭。そこへ照準を合わせた、麻酔専門 ナースになるための

5 か月間の研修です。AHC はご存じの通り、LFHC の姉妹病 

院となる存在です。LFHC プロジェクトが発表されて以来、

AHC スタッフから度  々聞かれるのが、「16 年かけて修得した

ものを次は僕たちが教えていく番です」と いう逞しい言葉。嬉

しいですね。 惜しみなくシェアしていきたいという姿勢を見る

たびについウルウルする私です が、ホント、大きく成長してく

れたものですね。 5 か月間の異国での研修はたやすくはないで

しょう。でも、これを乗り越えたら大 きな自信がつくはずです。

私も老婆心+お節介でちょっと様子を見に行こうかなと 思って

◀
二
人
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新
た
な
挑
戦
に
生
き
生
き
と
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い

お
顔
で
す
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!

おります。また元気な研修姿をご報告できると思います。お楽

しみに!〈ラオス9～10月の出来事より抜粋〉ノ

年も恒例、美容師ボランティアの皆さん ( ヘアー・デ

ザイナー・ウィズ アウト・ア・ボーダー ) がお越しく

ださいました。学校や村へ行き、切りまく りの 3 日間を過ご

していただきました。たぶん、300 人以上の子どもや 家族が

素敵なヘアーになったはずです。お疲れ様でした ! 継続する

ことはとても難しいことです。このヘアーボランティアの皆

さんが、メンバー を変えながらも15年継続してくださってい

ることに、感謝感激です。そして恰好いいです ! はさみで子

どもたちとの距離が一気に縮まるって羨ましいです。 今年は、

カットに加えて、シラミ退治も実施。病院スタッフもシラミ

隊に加勢し頑張りました。 ラオスでは女の子はヘアカットを

あまりしないので、シラミが増えまくる。 ペット状態ですよ。

久々に見た、大量のシラミ!来年もお待ちしておりま す !

〈ラオス9～10月の出来事より抜粋〉
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青
空
美
容
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は
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つ
で
も
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で

も
大
盛
況

今

uddhist Lent Day という祭日が ラオスにはあります。

8月から10月のこの 時期まで、僧侶はお寺で修行に励

みます。そして、その期間が終了し、お寺で は紙で船を作り、

メコン川に流しに行き ます。ラオス語ではロン・ファー・ファ

イと言います。お寺の境内には色とりどりのランタンが飾ら

れ、僧侶が火を絶やさな いようにしていました。幻想的なラ

ンタン の風景の中、

お経が響きます。幻

想的 な中で響くお経

の声は、じ～んと胸の

中 にしみこんできま

した。 人々は、バナナ

の葉っぱと花で作っ

た カートゥングとい

うものを作り ( 購入

し )、 川へ流しに行き

ます。ラオス語では、

ロ イ・カートゥングと

言います。邪気を払い福を呼び込めるよう祈り、ご先祖様への 

供養もするというところを見ると、お盆の意味合いもあるのか

と思います。灯篭流しとラオス人のガイドさんも言ってい まし

た。 いずれにしても、年間にあるいくつかの節目の日。皆それ

ぞれがそれぞれの思 いで、この日を迎えたことと思います。 私

事ですが、私もカートゥングを持って欲張りなくらいのお願い

を込めてメコン川へ流しました。いい年になりますように…。

〈ラオス9～10月の出来事より抜粋〉

B

内の活動は、日々劇的な進歩を遂げ、目に見えてその成

果が現れています。院外の活動も、地道ではありますが、

着実に小さな命を守り始めています。 ラオ・フレンズ小児病院

（LFHC） の訪問看護プログラム活動を知った郡病院から「ぜひ

訪問してもらいたい家庭がある」と紹介された H ちゃんの症例

をご紹介します。紹介された理由は、 『この家庭のお母さんは 8

人の子どもを出産したが、7人死亡してしまい、現在3か月の H 

ちゃんも小さい』ということでした。8 人のうち 7 人が死亡とは、

尋常ではないことです。早速、H ちゃん宅へ伺い情報収集です。

お父さんとお母さん、H ちゃんの3人暮らしで、小さな竹の家に

住んでいました。色々とお話を聞き取りま したが、7 人の子ども

の死亡原因を特定することは難しく、ただ、栄養不足に関連し

た原因で、5歳に満たない前にみんな死亡しているのか???と推

測するく らいしかできませんでした。そして、現状としては、決

まった収入はほとんどなく、食事はお米と塩と唐辛子。この数日

は食事すらしていない。お母さんのおっぱ いが出ないので、H 

ちゃんへの栄養は重湯を哺乳瓶に入れてあげているということ

でした。H ちゃんは、見た目ですぐにタンパク質不足の栄養失

調だということ が分か

りましたし、体重3キロ

は年齢の平均よりかな

り低体重です。感染症

にもかかっていて心地

が良くないのでしょう、

常に泣いてばかりでし

た。 重症の栄養失調な

ので、病院で治療が必

要となります。直ぐに 

LFHC へ搬送し、入院。

感染症治療に合わせ

て、お母さんへの栄養

補給をしながら搾乳指導と 不足分の栄養を粉ミルクで補い経過

観察。H ちゃんの体重はみるみる増加し、皮膚の色も艶もとても

良くなってきました。あやすとにっこり笑うお顔は、最高にか わ

いい ! 退院も視野に入ってきたのですが、ここで考えなければい

けないのが、退院後の H ちゃんの生活です。現状のままでは、

また重湯生活に戻ってしまい 成長も止まってしまいます。家族

が安定した収入を確保し、十分な食糧が確保されるようにならな

ければなりません。病院での治療は、H ちゃんの命を維持する 

ほんの一部なのです。 そこで、他団体とも協力をして、退院後の

食糧補給と定期的な身体測定と訪問看護によるフォローアップ

を計画しました。生きるすべを身に付けることも重要で す。今の

ままでもできることがたくさんあるのですが、それに気が付かな

ければ何も生産されません。そのひとつとして、多才な LFHC 

のドライバーさんが干物の 作り方を伝授!早速お母さんも作って

みました。さらに、H ちゃんのお父さんと、収入を安定させるた

めには何ができるのかということを話し合い、養鶏をやって みる

ということになりました。しかし、喜んでばかりもいられません。

これまでの経験から、実際に行動に移して収入を確保するに至

るには、ここからの綿密なフォ ローアップが必要になってきます。

あの時、郡病院からの紹介がなく、LFHC が介入していなけれ

ばきっと、H ちゃんも命がなかったのではとみんなで話していま 

す。これからが正念場。H ちゃんの今後も随時ご報告していきた

いと思います。〈ラオス11～12月の出来事より抜粋〉

レンズ・ウィズアウト・ア・ボーダーJAPAN はミャンマー

での活動も少額ですが支援をしています。今回、プロジェ

クト評価と今後 のプランニングのために現地入りしてきまし

た。国内は選挙直後で国民の“前進あるのみ”というような期

待に満ちた士気を感じました。今後が楽しみな 国ですね。
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れたものですね。 5 か月間の異国での研修はたやすくはないで

しょう。でも、これを乗り越えたら大 きな自信がつくはずです。

私も老婆心+お節介でちょっと様子を見に行こうかなと 思って
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おります。また元気な研修姿をご報告できると思います。お楽

しみに!〈ラオス9～10月の出来事より抜粋〉ノ

年も恒例、美容師ボランティアの皆さん ( ヘアー・デ

ザイナー・ウィズ アウト・ア・ボーダー ) がお越しく

ださいました。学校や村へ行き、切りまく りの 3 日間を過ご

していただきました。たぶん、300 人以上の子どもや 家族が

素敵なヘアーになったはずです。お疲れ様でした ! 継続する

ことはとても難しいことです。このヘアーボランティアの皆

さんが、メンバー を変えながらも15年継続してくださってい

ることに、感謝感激です。そして恰好いいです ! はさみで子

どもたちとの距離が一気に縮まるって羨ましいです。 今年は、

カットに加えて、シラミ退治も実施。病院スタッフもシラミ

隊に加勢し頑張りました。 ラオスでは女の子はヘアカットを

あまりしないので、シラミが増えまくる。 ペット状態ですよ。

久々に見た、大量のシラミ!来年もお待ちしておりま す !

〈ラオス9～10月の出来事より抜粋〉
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今

uddhist Lent Day という祭日が ラオスにはあります。

8月から10月のこの 時期まで、僧侶はお寺で修行に励

みます。そして、その期間が終了し、お寺で は紙で船を作り、

メコン川に流しに行き ます。ラオス語ではロン・ファー・ファ

イと言います。お寺の境内には色とりどりのランタンが飾ら

れ、僧侶が火を絶やさな いようにしていました。幻想的なラ

ンタン の風景の中、

お経が響きます。幻

想的 な中で響くお経

の声は、じ～んと胸の

中 にしみこんできま

した。 人々は、バナナ

の葉っぱと花で作っ

た カートゥングとい

うものを作り ( 購入

し )、 川へ流しに行き

ます。ラオス語では、

ロ イ・カートゥングと

言います。邪気を払い福を呼び込めるよう祈り、ご先祖様への 

供養もするというところを見ると、お盆の意味合いもあるのか

と思います。灯篭流しとラオス人のガイドさんも言ってい まし

た。 いずれにしても、年間にあるいくつかの節目の日。皆それ

ぞれがそれぞれの思 いで、この日を迎えたことと思います。 私

事ですが、私もカートゥングを持って欲張りなくらいのお願い

を込めてメコン川へ流しました。いい年になりますように…。

〈ラオス9～10月の出来事より抜粋〉

B

内の活動は、日々劇的な進歩を遂げ、目に見えてその成

果が現れています。院外の活動も、地道ではありますが、

着実に小さな命を守り始めています。 ラオ・フレンズ小児病院

（LFHC） の訪問看護プログラム活動を知った郡病院から「ぜひ

訪問してもらいたい家庭がある」と紹介された H ちゃんの症例

をご紹介します。紹介された理由は、 『この家庭のお母さんは 8

人の子どもを出産したが、7人死亡してしまい、現在3か月の H 

ちゃんも小さい』ということでした。8 人のうち 7 人が死亡とは、

尋常ではないことです。早速、H ちゃん宅へ伺い情報収集です。

お父さんとお母さん、H ちゃんの3人暮らしで、小さな竹の家に

住んでいました。色々とお話を聞き取りま したが、7 人の子ども

の死亡原因を特定することは難しく、ただ、栄養不足に関連し

た原因で、5歳に満たない前にみんな死亡しているのか???と推

測するく らいしかできませんでした。そして、現状としては、決

まった収入はほとんどなく、食事はお米と塩と唐辛子。この数日

は食事すらしていない。お母さんのおっぱ いが出ないので、H 

ちゃんへの栄養は重湯を哺乳瓶に入れてあげているということ

でした。H ちゃんは、見た目ですぐにタンパク質不足の栄養失

調だということ が分か

りましたし、体重3キロ

は年齢の平均よりかな

り低体重です。感染症

にもかかっていて心地

が良くないのでしょう、

常に泣いてばかりでし

た。 重症の栄養失調な

ので、病院で治療が必

要となります。直ぐに 

LFHC へ搬送し、入院。

感染症治療に合わせ

て、お母さんへの栄養

補給をしながら搾乳指導と 不足分の栄養を粉ミルクで補い経過

観察。H ちゃんの体重はみるみる増加し、皮膚の色も艶もとても

良くなってきました。あやすとにっこり笑うお顔は、最高にか わ

いい ! 退院も視野に入ってきたのですが、ここで考えなければい

けないのが、退院後の H ちゃんの生活です。現状のままでは、

また重湯生活に戻ってしまい 成長も止まってしまいます。家族

が安定した収入を確保し、十分な食糧が確保されるようにならな

ければなりません。病院での治療は、H ちゃんの命を維持する 

ほんの一部なのです。 そこで、他団体とも協力をして、退院後の

食糧補給と定期的な身体測定と訪問看護によるフォローアップ

を計画しました。生きるすべを身に付けることも重要で す。今の

ままでもできることがたくさんあるのですが、それに気が付かな

ければ何も生産されません。そのひとつとして、多才な LFHC 

のドライバーさんが干物の 作り方を伝授!早速お母さんも作って

みました。さらに、H ちゃんのお父さんと、収入を安定させるた

めには何ができるのかということを話し合い、養鶏をやって みる

ということになりました。しかし、喜んでばかりもいられません。

これまでの経験から、実際に行動に移して収入を確保するに至

るには、ここからの綿密なフォ ローアップが必要になってきます。

あの時、郡病院からの紹介がなく、LFHC が介入していなけれ

ばきっと、H ちゃんも命がなかったのではとみんなで話していま 

す。これからが正念場。H ちゃんの今後も随時ご報告していきた

いと思います。〈ラオス11～12月の出来事より抜粋〉

レンズ・ウィズアウト・ア・ボーダーJAPAN はミャンマー

での活動も少額ですが支援をしています。今回、プロジェ

クト評価と今後 のプランニングのために現地入りしてきまし

た。国内は選挙直後で国民の“前進あるのみ”というような期

待に満ちた士気を感じました。今後が楽しみな 国ですね。

〈ミャンマー11～12月の出来事より抜粋〉
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ご支援に
ついて

Lao Friends Hospital for Children
P.O.Box873,Luang Prabang,Lao PDR
TEL:856-071-254-247

Friends Without A Border
1123 Broadway,Suite 1210 
NewYork,NY10010 USA
TEL：212-691-0909
FAX:212-337-8052

認定NPO法人フレンズ・ウィズアウト
・ア・ボーダーJAPAN

〒103-0001　
東京都中央区日本橋小伝馬町16-8　
共同ビル7F

TEL/FAX：03-6661-7558
friends@fwab.jp

www.fwab.jp

事務局移転のお知らせ
フレンズJAPANの事務局が移転しました。慣れ
親しんだ目黒を離れるのは寂しいですが、新しい
オフィスで、気持ちも新たに頑張ります！ボラン
ティアさんが集まると身動きをとるにも一苦労
だった旧オフィスに比べ、新オフィスは少し広く
なりましたので、お近くにお越しの際は、お気軽
にお立ち寄りください。

「認定」期間終了に関して
　本年7月31日をもって、認定NPO法人の期間
が終了します。
　監督機関が国税庁から東京都（地方自治体）に
変わり、再度、認定取得のための申請準備を進め
ておりました。その過程で、取得要件を満たすた
めには、定款の事業内容記載方法を一部変更する
必要があるとわかり、一旦、申請を取り下げるこ
とといたしました。
　認定期間終了後のご寄付には、税控除可能な領
収証ではなく、税控除のできない受領書のみを発
行いたしますので、ご了承ください。
※平成28年7月28日までにご入金いただいたご寄
付には、税控除可能な領収証を発行いたします。

　　　　　

フレンズの活動にご支援を
お願いいたします。

ご支援の方法をお選びいただけます。

＊ご支援いただいた方には、年２回発行のニュースレ 　
　ター、報告会やイベントの案内等をお送りします。

＊正会員は、総会において、団体の意志決定にご参加い
　ただけます（委任状可）。正会員になるためには、当
　法人が定める入会申込書の提出が必要となります。別
　途お問い合わせください。

＊平成28年7月28日までのご入金に対しては寄付金控
　除が可能な領収証を発行いたします。正会員には発行
　されませんのでご注意願います。

＊専用の振込用紙がございますので、ご希望の方は、お電話、

　メール、ホームページのお問い合わせフォーム等でお申し

　付けください。

＊銀行からのお振込みや、ご自身の郵便口座より直接送金さ

　れる場合、送金者を特定することができません。お手数で

　すが、お電話またはメールでご連絡をお願いいたします。

＊アンコール小児病院（カンボジア）に限定したご支援をご

　希望される方は、その旨を電話またはメールでお知らせく

　ださい。振込用紙をご使用の場合は、備考欄にその旨をご

　記入願います。

●一般賛助会員：年会費１口6,000円

●学生賛助会員：年会費１口3,000円

●一般寄付　　：金額・回数自由

●正会員　　　：年会費　個人12,000円

　　　　　　　　　　　　団体・法人30,000円

入金方法をお選びいただけます。

●郵便口座
　加入者名：特定非営利活動法人フレンズ・ウィズア
　ウト・ア・ボーダーJAPAN
　振替番号：00160-0-546217
●銀行口座
　銀行名　：三菱東京UFJ銀行　中目黒支店
　口座番号：普通預金0420041
　口座名　：トクヒ）フレンズ・ウィズアウト・ア・
　　　　　　ボーダージャパン
●クレジット決済
　インターネットを通じ、クレジットカードでご支援い
　ただくことができます。フレンズJAPANのホーム
　ページwww.fwab.jpにアクセスして右上の「寄付を
　する」をクリックし、手順に沿ってお手続きくださ
　い。


